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アプリケーションソースの修正なく再コンパイルするだけ

で異なるプラットフォームで動作することを目標とした組

込みシステム向けフレームワークの開発を行った。

BREWを前提として全体アーキテクチャを設計、今回はT-EngineとX11をターゲットとした。
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フレームワークの特徴
列車案内システム

開発したフレームワークを利用して現在位置と

現在時刻から乗車する列車の情報を自動的に表

示する列車案内システムの開発を行った。

XMLで作成した地図データと列車データをWeb

サーバから自動的にダウンロードする。

1. コンパクトなサイズ

2. 簡素で明快なC言語インターフェース

3. 画面Pushと画面Popによる画面遷移の実現

4. 使用する符号化方式を選択できるXMLパーサ

5. X11ホスト環境で実行可能なことによる開発

　 期間の短縮化

6. 地図表示を含む多彩な画面部品

画面部品はCoreを継承することにより機能を拡

張、コードの共有を図るとともにユーザが固有

の画面部品を作成することも可能。
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